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（目的） 

第１条 この要領は、流通企業が YES!clean 農産物を販売するに当たって、YES!clean マーク等を作

成し、表示する場合の規定を定めることにより、YES!clean 農産物にマーク等が的確に表示されて

販売されることを促進し、もって消費者や実需者の YES!clean農産物への理解と信頼の向上を図る

ことを目的とする。  

 

（定義） 

第２条 この要領において、YES!clean 農産物とは、「北のクリーン農産物表示要領」（平成１２年２

月４日北海道クリーン農業推進協議会制定）（以下、「表示要領」という。）第２条に適合する農産

物をいう。 

２ この要領において、YES!clean マークとは、表示要領第１２条に基づく YES!clean シンボルマー

クをいう。  

 

（対象行為） 

第３条 この要領は、流通企業が次の取組を行う際に適用するものとする。 

（１） 購入した YES!clean農産物を小袋などの容器包装類に詰め替えて販売する際、当該容器包装

類に YES!cleanマーク等を表示する場合  

（２） 購入した YES!clean農産物が玄米等の場合において、当該玄米等をとう精した後、小袋など

の容器包装類に詰め替えて販売する際、当該容器包装類に YES!cleanマーク等を表示する場合  

（３） 購入した YES!clean農産物を店頭で販売する際、栽培情報や登録集団の写真等当該 YES!clean

農産物に関する情報を表記した票片（POINT OF PURCHAS、以下「ＰＯＰ」という。）に YES!clean

マーク等を表示する場合 

（４） 広告や通信販売用カタログ等の広告媒体に YES!cleanマーク等を表示する場合 

（５） その他北海道クリーン農業推進協議会（以下、「道協議会」という。）が必要と認める場合 

 

（承認申請） 

第４条 流通企業が前条の取組を行う場合は、別記第１号様式の YES!cleanマーク等表示申請書を道

協議会に提出しなければならない。 

２ 道協議会は、申請内容を審査し、別紙１の要件に適合していると認めた場合は、速やかに承認を

行い、別記第２号様式の YES！clean マーク等表示承認通知書により申請のあった流通企業に通知

するものとする。 

なお、道協議会は、承認の審査に当たり、必要に応じて現地調査を行うことができるものとする。  

 

（表示の様式等） 

第５条 この要領に基づく YES!cleanマーク等の表示方法は、別紙２によるものとする。 

  なお、証票の様式は別に定める「YES!clean V.Iマニュアル」に基づき作成するものとし、表示

する前に道協議会に提出するものとする。  



  

（計画の変更） 

第６条 承認を受けた流通企業（以下、「承認企業」という。）は、次の事項が生じ、第４条第１項の

申請内容等を変更する場合は、別記第３号様式の変更申請書を、速やかに道協議会に提出しなけれ

ばならない。 

（１）表示対象農産物を追加する場合 

（２）表示対象農産物に係る登録集団を追加する場合 

（３）作成物を追加する場合 

（４）作成物の作成予定枚数を追加する場合 

（５）その他道協議会が必要と認めた場合  

２ 道協議会は、申請内容を審査し、別紙１のすべての要件に適合していると認めた場合は、速やか

に承認を行い、別記４号様式の変更承認通知書により承認企業に通知するものとする。 

 

（承認企業の遵守事項）  

第７条 承認企業は、YES!clean マーク等の表示期間中に YES!clean 農産物の購入及び販売の状況や

YES!cleanマーク等の作成及び表示の状況を記録した帳簿を整備しなければならない。 

なお、表示期間が長期にわたる承認企業にあっては、別記第５号様式の状況報告書により概ね３

ヶ月ごとに進捗状況を道協議会に報告しなければならない。 

 

２ 承認企業は、取組終了後、別記第６号様式の実績報告書により道協議会に報告しなければならな

い。 

 

３ 承認企業は、YES!clean 農産物の購入及び販売時における事故等が発生した場合には、必要な措

置を行い、遅滞なく別記第７号様式の事故発生報告書を道協議会に提出しなければならない。 

 

（承認企業への指導） 

第８条 道協議会は、必要に応じて、承認企業への検査、指導等を行うことができる。 

 

（承認の取消） 

第９条 道協議会は、承認企業が次の各号のいずれかに該当する場合は、登録を取り消すものとする。 

（１）承認の要件に適合しなくなった場合 

（２）不正な手段により承認を受けた場合 

（３）前条の指導等に従わなかった場合 

（４）その他道協議会が必要と認めた場合  

２ 道協議会は、登録の取り消しを行った場合は、遅滞なく、別記第８号様式の取消通知書を承認企

業に通知するものとする。 

 

（その他） 

第１０条 この要領に定めるもののほか、この要領の実施のため必要な事項は、別に定める。 

 

附則 

１ この要領は、平成１６年３月３０日から施行する。 

２ この要領は、平成１９年６月２１日から施行する。 

３ この要領は、平成２１年６月２６日から施行する。 



  

（別紙１） 

 

要   件 

確  認  方  法 

申請書中の

項   目 
判  断  基  準 

1.YES!clean 農産物

を的確に購入する

見込があること 

登録集団名 

農産物 

・登録集団であること 

・登録対象となっている農産物であること 

購入量 ・登録集団の生産計画との整合性が図られていること 

購入期間 ・YES!clean農産物の収穫期間と整合性が図られていること 

購入経路 ・登録集団や卸業等との連携が図られていること 

2.YES!clean 農産物

を的確に保管する

見込があること 

保管計画 

・慣行農産物や他の YES!clean農産物と混同することがないよう

保管・精米される措置がとられていること 

 

3.YES!clean マーク

等を的確に作成す

る見込があること 

作成物 

作成量 
・YES!clean農産物の購入量との整合性が図られていること 

4. YES!cleanマーク

等を的確に表示す

る見込があること 

表示方法 ・YES!clean農産物のみを対象に表示される方法であること 

5. YES!cleanマーク

等 を 表 示 し た

YES!clean 農産物

を的確に販売する

見込があること 

販売先 ・販売先との連携が図られていること 

販売量 ・購入量と整合性が図られていること 

表示・販売 

期間 

・YES!clean農産物の購入期間や品目との整合性が図られている

こと 

6.上記の取組を的確

に行うための管理

体制が整備されて

いること 

管理責任者 

管理担当者 
・取組に係る担当者及び責任者を配置していること 

 


